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1 はじめに

1991年2月に日本鉄鋼連盟の鉄鋼海外市場調査委員会は、

前年1990年秋に行われた現地調査に基づいて「ASEAN等鉄

鋼業の現状と将来」を報告した。筆者はその調査団の総括主

査をつとめたが、このたび報告書を読み返してみた。『はじ

めに』には「アジア地域の経済の特徴は、日本だけが突出し

ているのではなく、韓国・台湾・シンガポールといったアジ

アNIEsが日本を追い、タイ・マレーシアなどのアセアン諸

国がNIEsのあとに連なり、さらに中国、ベトナムなどイン

ドシナ諸国がそれらの国々にキャッチアップしようとすると

いういわゆる雁行形態をとって成長していることだ言われて

いる。今回の我々の鉄鋼需給に関する調査においても、その

特性を肌で実感した」と記述されている。その後、10数年を

経てアジア地域の経済の構造は、大きくその様相を異にして

きている。様相が異なるに至った主因は、中国経済の大躍進

である。いわゆる中国の「カエル飛び」である。ここへきて

中国が「カエル飛び」を始めて、中国は日本を飛び越えて

「いいとこどり」の先進国になるのではないか、という議論

が出始めている。アジアの鉄鋼業では「雁行形態」が続いて

いるのか、中国の「カエル飛び」が進んでいるのか。少なく

とも水墨画で描かれている、美しい雁の飛行の姿が崩れ始め

ていることは事実であろう。

本稿では、まずアジア地域の需要について、中国、アジア

NIEs（韓国・台湾）、アセアン6国（マレーシア、フィリピ

ン、シンガポール、インドネシア、タイ、ヴェトナム）の3

カテゴリー（範疇）別に、97年秋のタイバーツの切り下げを

契機に勃発したアジアの「通貨危機」の前とそれ以降の変化

について分析を行いたい。次に供給面について、3カテゴリ

ー毎の特徴を記述したい。3番目に、これらの需給バランス

から貿易構造が3カテゴリー毎にどのように変化してきたか

を述べてみたい。最後に、これからのアジア地域の需給構造

がどの様な方向に変貌を遂げていくか、不透明な要因が多い

ものの筆者なりに模索していきたい。

2 東南アジアの需要

鉄鋼需要は人間の生命と同じように、ライフサイクルがあ

るとされる。第1は、揺籃期。一人当たりのGDPが低水準

の前工業化社会で、一人当たりの粗鋼見掛消費が100Kg以

下の時期である。第2は、成長期で一人当たりのGDPが急

成長している新興工業化社会で、一人当たりの粗鋼見掛消費

が100～400Kgの時期である。第3は成熟期で、一人当たり

GDPが比較的高水準で、一人当たりの粗鋼見掛消費が400

～600Kgの時期にあたる。第四は衰退期で、一人当たりの

GDPが非常に高水準で、一人当たりの粗鋼見掛消費が250

～400Kgの時期である。この理論は、今より30年程前に国

際鉄鋼協会（IISI＝ International Iron & Steel Institute）の

エコノミスト達が策定した鉄鋼集約度曲線（Steel Intensity

Curve）に基づくものであるが、この理論によれば鉄鋼需要

は揺籃期から成長期にかけては、経済成長に見合うか或いは

それを超える伸びが見込まれるが、成熟期に入ると経済成長

の伸びほど鉄鋼需要が伸びず、衰退期には経済は成長しても

鉄鋼需要は止まるか逆に減少するというものである。IISIの

統計による2000年の一人当たり粗鋼見掛消費をみてみると、

本稿で対象にしている国々で揺籃期の水準にあると思われる

のはインドネシア（26Kg）、ヴェトナム（39.9Kg）、フィリ

ピン（44.4Kg）が挙げられる（表1）。但しインドネシアは島

嶼国家である為に、極めて低い水準に止まっているが近年都

市部の消費は著しい増加を示していると言われている。成長

期の範疇に属するのは、タイ（110.5Kg）、中国（128Kg）、

マレーシア（274.3Kg）である。なかでも、中国は1991年

60.0Kg、95年81.7Kg、2000年128Kgと急速に増加してき

ている。韓国はこの範疇の雄であったが、ここ数年間7～
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800Kgを推移しており、成熟期に入ったといってよかろう。

この期には韓国の他、シンガポール（9 2 7 K g）、台湾

（1,142Kg）が入るが、シンガポールは1991年には1,156Kg、

1995年1,414Kgに比較すると減少しており、寧ろ衰退期に

差しかかったのではないかと思われる。因みに、日本の

2000年粗鋼見掛消費は635Kgである。

さらに、この数年間の鋼材見掛消費を国別にみてみよう。

対象の国々のうち、97年秋に生じたタイ・バーツ切り下げ

からアジア地域に広がった「通貨危機」の影響で、98年には、

鉄鋼需要が大幅に減少した国が多かったのが特徴的である。

（1）中国

1990年代に入っての中国経済の躍進は目を見張るものが

ある。ここ10年間の中国の実質GDPで、一番成長率が低か

ったのが1999年の7.1％で、他の年は8％から二桁を維持し

ている。今や中国は「世界の工場」であり「巨大市場」である

と認識して、「ニューパラダイム」論を唱える論者もいる

（堺屋太一「エコノミスト7/ 29臨時増刊号」）。特に注目され

るのは、他のアジア諸国が「通貨危機」による不況で苦しん

でいる1998年においても、工業生産伸び率が前年比8.9％、

基本建設投資伸び率も20.0％と高い伸びを示している。主

要製品でも、造船、洗濯機などは微減となったものの、自動

車、冷蔵庫、カラーテレビ、エアコンなどは前年比増となっ

ている。この結果、同年のGDPは7.8％と他アジア諸国で

マイナス成長に辛吟している中で相対的に高い伸びを示して

いる。同年には鉄鋼需要産業も堅調な生産を続けていた為に、

他のアジア諸国からの鋼材の受け入れも高く、他国の鉄鋼内

需の減少による操業度の低下を若干でも補うことにも裨益し

た。

表2にみるように、中国の鋼材見掛消費は、年を逐うて増

加して1999年に米国を抜き世界最大の鉄鋼需要国となった。

IISIの見込みによると、2001年には前年の1億4千万トンか

ら1億6千万トンに増加し、さらに2001年には1億7千万ト

ンに達するとものとみている。IISIの見通しはやや楽観的に

過ぎるという見方もあるが、2001年も好調に推移して経済

成長率で7.3％に達した中国経済は、2002年に入っても堅調

さを持続し、輸出の好調を背景に、工業生産は春以降伸びが

加速している。国内景気は建設活動が活発だがその反面個人

消費は今一つ盛り上がりを欠いているといわれている。

2002年1～3月期のGDPは前年同期比7.6％の伸びとなって

いる。今年から来年にかけても、WTO加盟による経済の活

性化、北京オリンピック関連のインフラの整備など経済にと

って明るさをもたらす要因が溢れている。

中国の鋼材消費パターンは、①建設50.0（％）、②電機7.5、

③石油・ガス開発7.0、④自動車6.5、⑤造船2.0、⑥その他

27.0と推計されている。2002年の需要産業の動向は、建設

関連が前年に比してやや上昇、産業部門では造船がやや上昇、

自動車・部品、一般機械、容器がやや横這い、家電がやや低

下と予想され、全般的に強さがみられる。今後数年をみても、

I T関連を中心としてオフィスや工場建設、オリンピック関

連のインフラ建設、西気東輸天然ガスパイプラインなどの石

油・ガス開発といった建設需要が牽引となって、鉄鋼需要を

押し上げていくことになろう。

（2）アジアNIEs

韓国の鉄鋼需要は、成長期を卒業して成熟期に入学したこ

とは先述した。1970年代、80年代の見掛け消費は年平均二

桁の成長から90年代に入って成長率は減速したものの、安

定した需要の増を辿ってきた。それが、表2にみるように

1998年にはアジアの「通貨危機」不況の影響で始めてのマイ

ナス成長、しかも前年比25％減と大幅な減少となった。同

年のGDPは－6.7％となったが、その後1999年以降I T関連

表1 東南アジア・一人当たり粗鋼見掛消費

（単位：Kg）

（出所： IISI統計）

表2 東南アジア国別鋼材見掛消費の推移

（単位：1000トン）

（出所： IISI統計）
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需要、輸出、建設投資が牽引車となり、経済は奇跡的に回復

し、1999年のGDPは10.7％、2000年は9.3％の伸びで成長

を遂げた。その結果、1998年には2,500万トンに迄落ちた鋼

材見掛け消費は2000年には3,850万トンと不況以前の水準

（3,810万トン）に迄回復した。

2001年に入って、韓国のGDPは第1四半期（3.7％）、第2

四半期（2.9％）と設備投資の減退から成長率の鈍化がみられ

たが、第3四半期はI T関連の設備投資が急冷したのと、米

国景気の低迷の影響で輸出が減少したことから成長率は

1.9％と急速に鈍化した。しかし、第4四半期から政府の講

じた公共投資を中心とした景気刺激策が効を奏して、3.7％

の成長と反転上昇した。その結果、2001年のGDPは3.0％

に止まった。2002年も、現在のところ建設投資の好調は持

続している上、消費も上伸しており、低迷していた輸出も回

復してきている。今年度GDPは、6月下旬に政府はこれま

での5～5.9％から6～6.9％と見通しを上方修正している。

韓国の鋼材消費パターンは①建設47.2（％）、②電機16.4、

③自動車13.0、④造船7.6、⑤産業機械5.5、⑥その他10.3

となっており、先進国型の構造に近づいてきている。2001

年の見掛け消費は、先述したような経済の低迷から3,820万

トンと前年（3,850万トン）水準の横這いの水準に止まった。

2002年のそれは、経済の堅調な拡大が続いていることから、

ポスコ・リサーチ・センターの予測によると、3,980万トン

と過去最高を記録するとされている。

台湾の鉄鋼需要は、人口一人当たりの鋼材見掛消費が

1980年代後半には800Kgに到達しており、成熟期の段階に

入っている。しかも、その特徴は表2にみるように、安定的

に高位に推移していることである。1998年の「通貨危機」不

況年でも、GDPは4.6％（前年6.7％）を確保し、鋼材消費も

前年比微減で殆ど影響を受けていない。しかし、台湾経済は

2000年のGDPは6.6％と、99年の5.4％を上回ったものの、

2000年後半より輸出の伸びが急速に鈍化し、景気減速が著

しくなった。更に、製造業の中国本土進出が加速し、失業率

を押し上げる結果となった。2001年には、米国向けのI T関

連を中心とする輸出の落ち込みに加えて、設備投資や民間消

費などの内需も低迷し、GDPは－2.2％と1952年以来初の

マイナス成長を経験した。台湾の鋼材消費パターンは、建設

向けが55％と消費の大宗を占めているが、2001年の鋼材見

掛消費は設備投資の低迷から、IISIの推計によると、前年の

2,112万トンから1,768万トンと16.3％の二桁減となった。

2002年の台湾経済は、日本や中国に向けての情報関連機器

を中心とした輸出の改善がみられ、回復基調にある。しかし、

国内需要は依然低迷している上、米国経済の先行き不透明感

やドル安など輸出面の懸念材料もあり、予断は許さない。シ

ンクタンクの平均的予測では、2002年のGDPは2.0％前後

の成長となっている。緩やかながらも回復基調にある経済を

背景にして、2002年鋼材見掛消費は2,000万トン程度には回

復するだろうとの見方が強くなっている。

（3）アセアン

アセアンの鉄鋼需要は、3段階に別れている（表1参照）。

成熟期或いは衰退期にあるシンガポール、成長期にあるマレ

ーシアとタイ、揺籃期にあるインドネシア、フィリピンとヴ

ェトナムである。従って、アセアンの鉄鋼需要構造について

一様には語れない。しかし、表2にあるようにアセアン諸国

のこの数年間の鋼材消費の推移をみて特徴的なことは新興工

業国として足を踏み出したばかりのヴェトナムを除いて、

「通貨危機」不況の1998年の鋼材消費の落ち込みが極めて大

きかったことである。同年のアセアン合計の鋼材消費量は前

年比1,418万トン、実に43％減の1,871万トンに迄減少した。

その後、やや回復を示したが、それでも2000年のアセアン

全体の鋼材見掛消費は1997年の水準の80％にとどまってい

る（表2参照）。1999年、2000年のアセアン諸国の経済は比

較的順調に回復して、両年のGDPは1998年のマイナス成長

から、マレーシアは6.1％、8.3％、タイは4.2％、4.4％、

フィリピンは3.4％、4.0％、シンガポールは5.8、9.9％とそ

れぞれ成長したのに対して、インドネシアは0.0％、3.7％

と低迷から抜けきれていない。2001年に入って、アセアン

諸国の輸出商品の大宗を占める情報関連機器が、世界的な

I T不況の中で輸出が減少し、経済は2001年に再び減退を示

す国が多かった。2001年の鋼材見掛消費は、インドネシア

が前年の491万トンン500万トンへ、フィリピンは306万ト

ンから310万トンへ、シンガポールは298万トンから275万

トンへ横這い若しくは微減に止まっている（いずれもIISIの

推計）。2002年のアセアン諸国の経済は、拡大軌道に乗り始

めている国が多く、鋼材消費も前年比増加になるものと予測

されている。しかし、中国の躍進の陰にあって、アセアン諸

国は、中国との間が第三市場に向けて競合的なものになりつ

つあり、鉄鋼需要にとっても楽観を許さないものになってき

ている。

3 東南アジアの鉄鋼供給

それぞれの国が、自国の鉄鋼需要に対して鉄鋼業がどの程

度供給できるかを示す尺度の一つとして鉄鋼自給率という概

念がある。粗鋼生産を粗鋼見掛消費で割ったものである（表3）。

国が経済発展を遂げていく中で鉄鋼供給をどのように図っ

ていくのか、その段階を理念型でみると次のようになる。先

ず第1の型は、輸入による充足である。経済の発展に応じて

必要な鉄鋼需要を最終製品輸入で充足する。第2の型は、一
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部の鉄鋼製品を生産して需要に充てる。ブリキや亜鉛鉄板の

最終加工製品を製造したり、ある程度の電力供給が可能にな

れば、電炉での丸棒や形鋼の製造に進んでいく。第3の型は、

輸入代替を大幅に図る為に粗鋼生産を増やすもので、本格的

な電炉による生産が行われる。建築用の材料が供給される。

また、天然ガスなどのエネルギーコストの安い国では、直接

還元鉄プラントが設置され材料が造られる。第4の型は、基

本的に鉄鋼内需を充足する為に、銑鋼一貫製鉄所を建設する

ものである。インフラの整備や製造業の生産増から鉄鋼需要

が拡大して、一貫製鉄所を建設しても経済的合理性があると

いう段階である。第5の型は、高級鉄鋼製品は輸入するもの

の、汎用製品は国内的充足を終えて、超過部分は世界市場に

輸出するものである。第6の型は、汎用製品、高級製品共に

国内的充足を終えて、超過部分は輸出するというものである。

本稿で対象としている国を、この理念型に従って分類してみ

ると、自給率の値から判断するとヴェトナム、フィリピン、

シンガポールが第2の型に近い第3の型に属するとみられる。

タイ、インドネシア、マレーシアは第3の型に入る。台湾と

中国は第5の型に属し、韓国は第5から第6の型に移行して

いると思われる。

次に、東南アジア諸国のここ数年間の鋼材生産量の推移を

みてみよう。

表1の鋼材見掛消費の推移と表4の鋼材生産量のそれとを

照らし合わせてみると、次の3点が特徴として挙げられる。

第1に中国は消費量の増加に応じて生産量を増やしている

が、6年間の需要増には生産増は及んでいない。即ち、鋼材

の自給率は下がっていることになる。第2は、韓国、台湾は

6年間の需要増以上に生産増が行われており、自給率を高め

ている。また、韓国は1998年には「通貨危機」不況の影響で

鋼材消費が700万トンも減少しているのに対して、生産は

400万トンしか落ちていない。後述するように、輸出を増加

させて、稼働率の落ちを抑えたようとした為である。第3に

アセアンは2000年の消費水準は、1998年の不況による需要

減の影響から回復しているものの、未だ1995年の水準に至

っていない。それに反して、2000年の生産は1995年の水準

を合計で100万トン上回っており、自給率の上昇が顕著にみ

られる。

ここ数年間に東南アジアで稼働された設備をみると、製鋼

（電炉中心）、熱延・厚板などの上工程よりも、最終製品に近

い冷延、表面処理鋼板の下工程の設備が主流となっている。

従って、スラブなど半製品や熱延コイルの母材の輸入への依

存度は高くなっている。また、今後1～2年の新設備稼働予

定をみても、上工程では中国で南京鋼鉄（転炉）、唐山（熱延）、

馬鞍山（熱延）、邯鄲（熱延）、武漢（熱延）と計画が目白押し

になっている以外は、余り他の国では目立ったものはない。

4 東南アジアの鉄鋼貿易

東南アジアの鋼材の輸出・輸入はここ数年間には一口にい

って拡大基調にある。

先ず中国は、経済の拡大に伴う鉄鋼需要の増加に対応する

為に、自国で供給出来ない品質の鋼材の輸入が高まっている。

また、自国で供給可能な汎用鋼材でもタイミングの点で対応

できないものの増加も著しい。しかし、今年に入って増加し

続けている輸入鋼材を制限する為に、政府は暫定的に鉄鋼製

品の緊急輸入制限措置（セーフガード）を発動した。この発

動に対して、中国で製造を行っている外国の企業からは必要

な鋼材の手配に困難な状況に陥り、苦情が相次いでいる。韓

国は、1998年の「通貨危機」不況による鉄鋼需要の激減の際

に、大幅に輸入を制限し輸出を拡大して製鉄所の稼働率を維

持したことが特徴的である。先述したように、韓国の自給率

は100％を超えており、国内需要量の寡多によって輸出量が

決定されている。輸入品は、自国で供給するより経済的であ

表3 東南アジア諸国の鉄鋼自給率（2000年）

（単位：1000トン、％）

（出所： IISI統計）

表4 東南アジア諸国の熱延鋼材生産量の推移

（単位：1,000トン）
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るものに限るという比較優位の原則に基づいているものと思

われる。台湾は、輸入・輸出共に増加傾向にあるが、下工程

に比して上工程の能力が低く、国内需要の増加とともにスラ

ブ・ビレットなど半製品の輸入が最近頓に増量している。ア

セアン諸国は、自給率が低い為に輸出に対して輸入が圧倒的

に多い。それでも、1998年の不況時には輸出を前年比倍以

上に増加させており、その後も国内鉄鋼需要の回復が充分で

はないこともあり、マレーシア、タイ、インドネシアは相対

的に高水準の輸出を続けている（表5）。

5 おわりに─展望に換えて

世界の鉄鋼需要に占めるアジア地域（日本を含む）の比率

は年を逐うにつれて上昇している。IISIの統計によると、世

界の見掛消費に占めるアジア地域のそれは、1 9 9 1年に

37.4％（232百万トン/ 621百万トン）、1995年には44.2％

（290/ 656）、2000年44.4％（338/ 762）となっている。2000

年10月に、クリスマスIISI事務局長が発表した鋼材見掛消

費の中期見通しでは、2005年には世界の消費8億3,000万ト

ンに対してアジア地域のそれは3億7,700万トンとみており、

45.4％のシェアをもつことになる。なかでは、中国につい

ては151百万トンとみているが既に2000年には141百万ト

ンになっており、現時点からみれば過少な見通しと見られて

いる。中国では自給率を高める為に、複数の高炉の建設を計

画しており、同様に高炉の建設を図っている台湾と共に、現

在過剰な製造能力の廃棄が議論されている世界の鉄鋼業界の

中で特異な存在となっている。韓国については、量の拡大よ

り、高級な高付加価値の製品の範囲を拡げるよう技術力向上

の展開を図っていくだろう。問題はアセアン諸国である。最

近はアセアンへの投資の低迷、中国への投資の急増が顕著に

なっている。やがては既存の製造拠点の閉鎖縮小、中国への

シフトからアセアンの産業空洞化を懸念する声が出始めてい

る。その中で、アセアン自体のみならず日本の鉄鋼企業がど

のような事業戦略を講じていくか、今後の大きな課題である。

今後、東南アジアの鉄鋼業がどのような変化を遂げていくか、

目が放せないところである。
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表5 東南アジアの鋼材輸出入

（単位：1,000トン）

＊半製品と最終鉄鋼製品との合計 （出所： IISI統計）
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